
３Ｄスコリオによる脊柱側わん症検診のお知らせ 

令和６年９月９日  

柏市立南部中学校  

 

今週金曜日，９月１３日に実施します！ 

 

脊柱側わん症とは？  ３Ｄスコリオとは？  

脊柱側わん症とは，思春期に発症，進行することが多い背骨の曲がりのことです。  

３Ｄスコリオとは，脊柱側弯症かどうかの判断のため，３Ｄスキャナーで背中を撮

影する検査方法です。  

 

３Ｄスコリオによる脊柱側わん症検診の受け方  

①上半身裸になり，ハーフパンツを尾てい骨が出るくらいまで下げます。  

②足をそろえて機械の前に立ちます。介助の女性看護師が姿勢矯正のため，手袋着

用の上で触れることがあります。  

③背中側から撮影します。  

④脱いだ服を着て退出します。  

＊着替える場所や，撮影をする場所はそれぞれ囲いやパーテーション

で区切り，実施いたします。  

また，上の服を脱衣してから検査するまでと，検査が終わってから

服を着るまでの間，脱衣した衣服で体を隠すことができます。  

 

服  装   

 男子：体操服１枚 (シャツ類は脱ぐ )、ハーフパンツ、裸足 

 女子：上ジャージ１枚 (下着類は脱ぐ )、ハーフパンツ、裸足  

    ＊特に女子は，上ジャージを忘れずに持ってきてください。  

 

お願い  

以下に該当するお子様は，今回の検診は対象外ですので，事前にご連絡ください。  

①脊柱側弯症で管理中（現在医療機関で治療中）  

②前年度の側弯症エックス線検診又は精密検診で次年度側弯症エックス線再検と

判定された  

③定期健康診断の視触診又は運動器検診で、所見があった  

④骨折等により自力で立位が取れない場合や、足に装具等をつけている場合  

 

～ご質問等がありましたら，お問い合わせください～  



 

＜会場予定図＞  

 

 
 


